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　　The purpose of this study is to make a new scale to measure the effects of Long-term care insurance 
system.  Four hundreds and seventy-one caregivers who care the elderly living at home voluntarily answered the 
questionnaire, and the subjective burden of caregivers was measured by Nihon Fukushi University (NFU) version of 
caregiver burden scale.  As the results, NFU version of caregiver burden scale had enough reliability and validity 
to measure caregiver's burden, and a factor analysis revealed two factors, "subjective burden of care" and "will for 
continuing care".  Cross-sectional comparison shows reduction of subjective burden of care, however, the change 
was different due to community.  The factors of the elderly themselves and the factors of caregivers were related 
to subjective burden of caregivers.  Different dimensions of social network and social support were related to two 
subscales.
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　人口規模が約４万人，高齢人口比率が 12 ～ 14％と類
似した２つの愛知県下の自治体で，介護保険制度導入
前（1999 年 10 月～ 2000 年３月），および介護保険制度









で 351，B 自治体で 313，介護者調査回収数は A 自治体
で 242，B 自治体で 184 であった．また，介護保険制度
導入後の訪問調査回収数は，A 自治体で 288，B 自治体
で 225，介護者調査回収数は A 自治体で 168，B 自治体
















　要介護者との関係は，嫁が 192 名と最も多く，娘が 81










=.001）．表 1　調査の回収数 , および分析対象者数
図 1　対象者の続柄
介護保険導入前 介護保険導入後
Ａ自治体 Ｂ自治体 Ａ自治体 Ｂ自治体
訪問調査回収数 351 名 313 名 288 名 225 名
介護者調査回収数 242 名 184 名 168 名 122 名
有効回答率 68.9% 58.8% 58.3% 54.2%
分析対象者数 168 名 132 名 82 名 89 名
Ａ自治体 Ｂ自治体
男 女 男 女
介護保険導入前
45 名 123 名 43 名 89 名
83.1 ± 7.66 歳 82.3 ± 8.24 歳
介護保険導入後
18 名 64 名 30 名 59 名
































































1.  世話はたいした重荷ではない 17.3（17.5） 41.7（35.7） 22.3（30.4） 18.7（16.4）
2.  趣味・学習・その他の社会的活動などのために使える自分の自由な時 
　  間が 持てなくて困る 29.7（19.3） 45.0（47.4） 20.7（25.1） 4.7　（8.2）
3.  世話で，毎日精神的にとても疲れてしまう 25.7（21.6） 51.0（46.8） 21.7（25.1） 1.7　（6.4）
4.  世話の苦労があっても前向きに考えていこうと思う 40.0（38.6） 49.7（50.3） 7.3　（9.4） 3.0　（1.8）
5.  病院や施設で世話してほしいと思うことがある 20.3（20.5） 52.7（38.6） 18.7（30.4） 8.3（10.5）
6.  世話で家事やその他のことに手が回らなくて困る 13.3　（9.9） 40.7（33.3） 37.3（43.3） 8.7（13.5）
7.  今後，世話が私の手に負えなくなるのではないかと心配になってしまう 44.3（38.6） 43.0（43.3） 9.7（16.4） 3.0　（1.8）
8.  世話をしていることで近所に気がねをしている 2.7　（1.2） 14.3（12.3） 37.3（38.6） 45.7（48.0）
9.  もし少しでも代わってくれる親族がいれば，世話を代わってほしいと思う 19.3（19.9） 40.3（38.9） 29.7（25.1） 10.7（17.0）
10. 世話で精神的にはもう精いっぱいである 18.0（13.5） 40.0（38.0） 33.3（35.7） 8.7（12.9）
11. 自分が最期まで看てあげたいと思う 57.3（49.7） 30.7（39.8） 9.7　（7.6） 2.3　（2.9）
12. 世話をしていると，自分の健康のことが心配になってしまう 36.7（29.2） 42.7（43.3） 16.7（22.8） 4.0　（4.7）
13. お世話のために，経済的負担が大きくて困る 13.0　（8.2） 29.0（24.0） 40.7（48.5） 17.3（19.3）
14. お世話のことで，家族・親族と意見があわなくて困る 10.7　（3.5） 23.7（19.9） 36.0（43.9） 29.7（32.7）
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数値は％



















































第１成分 第２成分 第１成分 第２成分 第１成分 第２成分
2.　趣味・学習・その他の社会的活動などのために使
　　える自分の自由な時間が持てなくて困る
0.650 -0.219 0.747 -0.210 0.689 -0.214 
3.   世話で，毎日精神的にとても疲れてしまう 0.799 -0.081 0.818 -0.224 0.806 -0.150 
5.   病院や施設で世話してほしいと思うことがある 0.637 0.192 0.771 0.132 0.694 0.144 
6.　世話で家事やその他のことに手が回らなくて困る 0.734 -0.222 0.783 -0.171 0.755 -0.198 
7.　今後，世話が私の手に負えなくなるのではないか
　  と心配になってしまう
0.723 -0.083 0.624 0.012 0.688 -0.038 
8.　世話をしていることで近所に気がねをしている 0.505 0.089 0.460 0.233 0.490 0.149 
9.　もし少しでも代わってくれる親族がいれば，世話
　  を代わってほしいと思う
0.652 0.170 0.696 0.147 0.669 0.154 
10. 世話で精神的にはもう精いっぱいである 0.777 -0.097 0.860 -0.103 0.809 -0.099 
12. 世話をしていると，自分の健康のことが心配になっ
　  てしまう
0.636 -0.269 0.604 -0.131 0.630 -0.203 
13. お世話のために，経済的負担が大きくて困る 0.614 -0.152 0.497 -0.036 0.579 -0.103 
14. お世話のことで，家族・親族と意見があわなくて
　　困る
0.567 0.264 0.480 0.395 0.542 0.306 
1.   世話はたいした重荷ではない 0.042 0.249 -0.129 0.330 -0.023 0.318 
4.  世話の苦労があっても前向きに考えていこうと思
　  う　
0.155 0.720 0.024 0.781 0.106 0.752 
11. 自分が最期まで看てあげたいと思う 0.307 0.718 0.238 0.737 0.273 0.725 
固有値 5.034 1.456 5.176 1.664 5.104 1.522 








α =.84 とα =.82 であり，介護保険制度導入後の２自治




























































主介護者の健康状態  0.136 -0.125
ＰＧＣ -0.574 　
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